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大学におけるこれからの特許戦略
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１．発明委員会の非力
２．非職務発明的取り扱い

３．組織的対応・機能性の欠如

４．大学人・企業の低い意識

５．産業構造変革への対応の遅さ

　知的財産に対する戦略的取り扱い、
　有機的システムの構築が不可欠

大学におけるＩＰに関する課題



3

技術・ 情報等の漏洩

特許の帰属

研究期間（ 大学

の研究は迅速性

に欠ける）

大学の研究に関する情報が

少なく 、 どの研究室と共同

研究すべきか分からない

手続きが煩雑

予算（ 大学に支払う

研究費と得られる成

果が見合わない）
共同研究のための

窓口が大学に無い

（ どこにあるか分

からない）

法律（ 公務

員法など）

上の問題

大学側の共同

研究に対する

積極性の不足

大学の研究

設備不足

自社の研究のみで

十分対応できるた

め、 共同研究の必

要性を感じない

その他
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特許が関係する事項特許が関係する事項特許が関係する事項特許が関係する事項★ ★

（Ｈ１０京大ＶＢＬ調査資料）
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大学が主体となって

特許化を推進すべき  

5 8%

その他 

1 5%

大学としてはするべき

ではないが、 個人とし

て行う のであれば良い 

5 %

大学の本分は学問・ 研究と

教育であり 、 利潤を追求す

るべきではない 

1 4%

特許化は企業を通

じて行えば良い 

8 %

5 . 大学研究成果の特許化について

（Ｈ１０京大ＶＢＬ調査資料）
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京大ＶＢＬでの特許取得、支援事業
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原子間力顕微鏡拡張装置 KI-2001X

超高真空中から液体中まで、あらゆる環境下で
高感度共振周波数検出技術により
原子間力顕微鏡の力検出感度を向上する
京都インスツルメンツの原子間力顕微鏡拡張装置

・高分解能での原子/分子観察および静電気力評価技術
・国内有名プローブ顕微鏡製造メーカーと技術協力
・世界で初めて共振追尾型超音波原子間力顕微鏡の開発

シリコン原子像 フラーレン分子像

先進のナノプローブ技術により国内外のナノ先進のナノプローブ技術により国内外のナノ先進のナノプローブ技術により国内外のナノ先進のナノプローブ技術により国内外のナノ
テクノロジー研究をサポートします。テクノロジー研究をサポートします。テクノロジー研究をサポートします。テクノロジー研究をサポートします。

事業内容
　ナノプローブ技術開発・装置製造販売
　ナノプローブ技術に関するコンサルティング
　プローブ顕微鏡による試料観察分析　

京大ＶＢＬからの学生ハイテクベンチャー創出（ＴＬＯが支援）
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知的財産権、リエゾン等
の融合部門を有する国内
最大の産学共同センター
（Ｈ１３設置、Ｈ１４拡充）
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融　合　部　門
知的財産権・研究戦略・国際連携・リエゾンの連携によりVB起業へ

知的財産権

国際連携 ベンチャー

リエゾン

研究戦略

京大の教官が
出願した特許
の実用化に
興味がある
のですが…

それでは当該教官とコン
タクトを取りましょう．
実用化に向けたコントラ
クトのお手伝いをします．

この特許を実用化するには
プロセス技術の開発が必要
なので企業の経験者を派遣
して欲しい．

この案件解決のために
は国際的権威のエジソン
博士に指示を仰ごう．
アンダーソン教授コン
タクトを取って下さい．

産学連携相談者（学外）

実用化研究とVB経営家との
出会いで会社を設立したぞ !!
収益の一部は基礎研究や
教育に役立てよう．

VB起業には経営
戦略も必要です．
出資金，ビジネ
スプラン，企業
との交渉等をお
手伝いします．
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１．個別型１．個別型１．個別型１．個別型
　　　奨学寄附金（おつきあい型）　　　奨学寄附金（おつきあい型）　　　奨学寄附金（おつきあい型）　　　奨学寄附金（おつきあい型）
　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究
　　　技術解決、相談型　　　技術解決、相談型　　　技術解決、相談型　　　技術解決、相談型
　　　数十万から数百万　　　数十万から数百万　　　数十万から数百万　　　数十万から数百万

２．グループ型２．グループ型２．グループ型２．グループ型
　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究　　　共同研究、受託研究
　　　短中期的プロジェクト　　　短中期的プロジェクト　　　短中期的プロジェクト　　　短中期的プロジェクト
　　　数千万　　　数千万　　　数千万　　　数千万
　　　（例；ローム（株）、シャープ（株））　　　（例；ローム（株）、シャープ（株））　　　（例；ローム（株）、シャープ（株））　　　（例；ローム（株）、シャープ（株））
　　　　　　　　　　　　

３．融合アライアンス型３．融合アライアンス型３．融合アライアンス型３．融合アライアンス型
　　　大規模共同研究　　　大規模共同研究　　　大規模共同研究　　　大規模共同研究
　　　中長期的プロジェクト　　　中長期的プロジェクト　　　中長期的プロジェクト　　　中長期的プロジェクト
　　　数億円規模　　　数億円規模　　　数億円規模　　　数億円規模
　　　公募・組織型　　　公募・組織型　　　公募・組織型　　　公募・組織型
　　　国からのマッチングファンド　　　国からのマッチングファンド　　　国からのマッチングファンド　　　国からのマッチングファンド((((検討中）検討中）検討中）検討中）
　　　寄附研究部門の設置　　　寄附研究部門の設置　　　寄附研究部門の設置　　　寄附研究部門の設置((((予定）予定）予定）予定））

　　　

産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル産学連携の種々のスタイル

B

大大大大大大大大 学学学学学学学学 側側側側側側側側 企企企企企企企企 業業業業業業業業 側側側側側側側側

一教授一教授一教授一教授 一部門一部門一部門一部門

一企業複数部門一企業複数部門一企業複数部門一企業複数部門

A教授教授教授教授

D

B

A教授教授教授教授

C助教授助教授助教授助教授
D助手助手助手助手

B
　　　　ＩＩＣＩＩＣＩＩＣＩＩＣ

海外大学海外大学海外大学海外大学

他大学他大学他大学他大学

A部門

C

B

Ｂ社社社社

Ｅ社Ｅ社Ｅ社Ｅ社

Ｃ社Ｃ社Ｃ社Ｃ社世話企業世話企業世話企業世話企業
　Ａ社　Ａ社　Ａ社　Ａ社

異業種企業群異業種企業群異業種企業群異業種企業群

Ｄ社Ｄ社Ｄ社Ｄ社

（京大IIC　松重）
２，３は京都大学国際融合創造センター（ＩＩＣ）での取り組み２，３は京都大学国際融合創造センター（ＩＩＣ）での取り組み

検討中

　　　　ＶＢＬＶＢＬＶＢＬＶＢＬ, , , , 
ＩＩＣＩＩＣＩＩＣＩＩＣC教授教授教授教授
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Comprehensive Innovation Alliance

　京大ＩＩＣを核とする

戦略的産学融合アライアンス融合アライアンス融合アライアンス融合アライアンスの特徴

１．異業種企業群と大学とのアライアンス

２．対等の立場、オープン性、組織的対応（融合室の設置）

３．明確なＩＰ戦略、契約・特許ＷＧ
４．先進的・迅速な技術開発を可能とする研究推進体制

５．大型・長期的契約（毎年数億、５年間）

６．若手研究者（ＰＤ、院生）への経費配分
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京大IIC 戦略的産学融合アライアンスシステム

京大ＩＩＣ

センター長センター長センター長センター長

協議委員会

融融融融
合合合合

部部部部
門門門門

創
造

部
門

教授会

企企企企

業業業業

群群群群

研究ニーズ研究ニーズ研究ニーズ研究ニーズ
資金資金資金資金

研究成果研究成果研究成果研究成果融

合

室

融

合

室
承認

特　許　等特　許　等特　許　等特　許　等

特許収入等
の一部還元

論　文学内外の研究者学内外の研究者

研究シーズ研究シーズ研究シーズ研究シーズ
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大学大学大学大学

Type 1 　　　　Type ２　２　２　２　Type ３３３３

専属TLO企業 TLO

大学とTLOとの関わり方

大学大学大学大学 大学大学大学大学

リエゾン

専属TLO

知財権確保
研究ステアリング
人材育成

TLO

Innovation Center構想構想構想構想

　　リエゾン機能
　　産学公連携
　　研究・知財戦略

要点要点要点要点
国の初期投資、大学との連携
数十億円規模、要経営感覚
NPO or Ltd.?、 外部経営？

大学法人
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変貌する大学の研究と特許の環境

　１）新たな研究分野でのＩＰの取り扱い
　　　　バイオ・医療、ＩＴ、ナノテク等新分野
　２）産学官・地域・国際連携でのＩＰの重要性　
　　　　融合アライアンス、桂イノベーション、
　　　　知的クラスター　等大学を核とする多彩な事業
　３）迅速な出願・権利取得
　　　　論文を先取りした特許

組織的対応、ＩＰ戦略、財政的基盤の必要性

法人化を先取りする独自システム・機構の構築


